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Abstract
In this paper I focus on debate and arguments about the examination system and intelligent tests amongst 
educators in the English section of the New Education Fellowship. These progressives introduced new cur-
riculum and new methods based on the simple idea of ‘freedom for children’ into state schools in England 
during the early 1930s. These developments can be interpreted as an expansion of New Education Movement 
（hereafter NEM）, but also in terms of confusion of progressive educational thought historically. This paper 
aims to describe three historical aspects as follows: （a） appearance of a peculiarity in reform of the examina-
tion system by the Board of Education in 1929, and the stance of Michael Sadler （1861-1943）; （b） organ-
ised expansion of the NEM and the implication of critics such as Beatrice Ensor （1885-1974）, against accep-
tance of mental tests developed by psychologists like Cyril Burt （1883-1971）, creating pradoxes for the 
NEM; and （c） the serious impact of New Education ideas on state education. Finally I elucidate the confu-
sion of ideas that occurred in the process of expansion of NEM, with spritual ideas about children in pedago-
gy advocated by Ensor, and circumstances that caused ambiguity and fragility of concepts such as  ‘freedom 
for children’ or ‘freedom in education’ within New Educational thought.
????
イギリス新教育運動における「子どもの自由」・「教育の自由」をめぐる論争は，1929 年を基点に，新
しい局面をむかえることになる．それは新教育運動に関与していた教育学者や心理学者が試験制度改革
に尽力し，やがて新教育連盟（New Education Fellowship, 1921-）イギリス支部のなかで主導性を発揮して
いったことによる．なぜ，彼らは「自由」と対立する試験制度改革に取り組んだのであろうか，彼らの見
解はイギリス新教育運動にいかなる影響を与えたのであろうか．これらの点を確認するためには，国民
教育改革に貢献したサドラー（Sadler, M. E. 1861-1943），ナン（Nunn, P. 1870-1944），バート（Burt, C. 
1883-1971）らの見解と，当時の教育院報告書を取り上げる必要がある．本稿では，1929 年から 1934 年
までに展開された「試験制度改革」や「知能テスト」に関する彼らの見解の特徴を明らかにし，新教育運動
が一枚岩に成り得ず，混迷の様相を呈していった過程とその諸相を描出する．
1?????????????????????????
デンマークのエルシノーア国際大会を 8 月に控えた 1929 年 1 月号の『新時代（The New Era）』には，新
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教育連盟の試験調査委員会（Examination Enquiry Committee）を主導してきた新教育連盟イギリス支部の
会長，サドラーの講演録1）が特別寄稿「試験」と題して収録されている．彼は中央政府の中等教育に関す
る審議会（ブライス委員会）を主導した後，政府の特別調査事務局の事務局長（1895-1903）やリーズ大学
の学長の経験（1911-1923）を積んできた人物であり，国民教育を担う政府の教育院と教育改革推進する
民間の新教育連盟の双方に関与していた．
この講演で彼が特に関心を向けたのは，「各受験者の美徳や欠点の証明を記録したり導いたりする厳
格な方法のなかでは，学校の多くの条件や多様な試験を改善することができないのではないか」2），と
よく問われることに対してである．これに対して，彼は試験結果の報告の信頼性，試験再編の必要性，
外部の試験官の査察の意味，試験に関わる受験収入や学校・政府の歳入の観点から自らの見解を述べ 3），
試験を「イングランドでは，教育院の関係者の間で実施している重要なもの」4）と捉えている．そして，
彼は教育院が 5 つの専門機構（Professional Institute）で取り行っている試験事業（Examination schemes）に
ついて説明し，その事業には次の 6 つの特徴がある，という．
（1）　試験事業に参画を希望する学校は，設備，スタッフの資格，カリキュラムとシラバスについて
まず承認される．
（2）　それに携わる専門機構は，成績評価担当理事会（Board of Assessors）を設定する．
（3）　学校は，その課程の最終年を除くすべての試験問題を作成して実施し採点する．
（4）　学校は，最終学年には，その学校の教師によって作成された試験問題を成績評価担当機構に提
出する．この機構は，設定問題の 40% まで改稿や改訂の権力をもっている
（5）　成績評価担当理事会によって改稿された試験問題は学校に戻され，学生に使わせる．受験者の
答案は，その学校の教師が採点し，その時に受験した生徒の答案結果に基づいて作成された全
受験者点数リストは，国の共通??標準を守るために，必要性に応じて改定することができる
成績評価担当理事会に送られる．（下線は原文では斜字．以下同様）
（6）　教師によって裁定されたその課程の宿題や授業の点数は，報償の観点から評価される．最終学
年の点数の 30% は宿題や授業などの点数であり，70% は試験の点数である5）． 
このような改革特徴を有した試験制度は，サドラーにとっては満足のいくものであった．彼は，「試
験に関する批判は，今や試験での辞書の使用を許すか否かに関わる 2 つだけである」6）と言明し，以下
の 4 点を結論として記している．
（1）　先行する試験改革は可能な限り伝統に基づいている．
（2）　実地視察における試験は，学校修了証明や高等教育機関の修了証明にあたる．
（3）　改革の対象は，学業水準をあげること，そして，（i）調査報告，（ii）批判，といったことを発展
させることによって，試験水準をあげることである．記憶学習の削減が試験をもっと簡単にす
ることにつながる，という考えは，まずないに違いない．（このことは，辞書がわずかながらで
も許可されたときに，その趣旨と結果がついてくる??????．）
（4）　試験問題の本質と問題作成を改訂することは必要であるが，それはもっと難しい7）．
以上のことより，彼は伝統的な試験制度を維持しつつ，その部分的改革を重視しているのであり，そ
れゆえ彼の改革姿勢は政策内改革に留まっていることがわかる．これに対して新教育連盟の試験調査委
員会からの批判は存在しない．その後，試験調査委員会は，1929 年 8 月のエルシノーア国際大会で委
員会会議を開き，一定の結論を出した8）．その国際大会は，新教育連盟創設以来，最大の参加者 2,000
人を集めており9），新教育連盟の創設者・エンソア（Ensor, B. 1885-1974）の長年の努力が報われた大会で
もあった．が，しかし，試験調査委員会の調査報告に対して，エンソアは，ここでも「それはまだ始まっ
たばかりである」10）と限定を課したのである．とはいえ，この言明は空虚にすら映る．というのも，そ
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こで意見交換された「新学校と試験」の報告は，次のような態度を表明していたからである．
新教育に興味を示してきた人々は，とりわけ試験というものの究明に関心を向けてきた．彼らは必
ずしも試験結果の妥当性の吟味のために，異議を唱えているのではない．そうではなくて，それは
ほぼ必然的なことであるが，強制的な旧いカリキュラムや方法に基づいた固定的な試験システムが，
新教育の特段の貢献，今日の教育が有している偉大かつ唯一の必要物である新しいカリキュラムが
なしてきた努力，創造的かつスピリチュアルなアプローチ，また活動的かつ責任あるアプローチが
もたらしてきた努力を妨げている，ということに異議を唱えているのだ11）．
つまり，試験調査委員会は，新しいカリキュラムや方法論を妨げないような試験にすることを望んで
いるに過ぎないのである．翌年，このエルシノーア大会の報告書『新教育に向けて（Towards a New 
Education）』（1930）12）が刊行された．しかし，それは大会テーマが「個人心理学とカリキュラム」であっ
たにもかかわらず，カリキュラムよりも心理学に多くの紙幅が費やされている．ただし，ナンにその役
職を譲ったばかりの前会長・サドラーは，この報告書の前書きで，イングランドではフランスやドイツ
のように，試験の悩みはそんなに激しく生じていない．が，試験は・・・知的規律の部分のみで構成さ
れているので，致命的な傷がある．それゆえ，イギリス調査委員会の眼前に横たわっている課題は，イ
ングランドにとって独特の重要性を有している」と述べ，「新教育連盟のイギリス支部のメンバーはその
問題に注意を払った」と，試験検討を継続する必要性に言及したのである13）．そして，さらにサドラーは，
次のようにいう．
試験は必要である．試験は所得税や清廉な視学官と同様に不可欠である．試験は，刺激剤，監査，
恩恵配分のための唯一の選択肢，ある種の優秀さ（merit）の尺度である．しかし，試験は間違って
使用されてきた．試験はその卓越性の査定において衒学的かつ機械的になりがちである．試験はひ
と癖ありげな競争の毒気を広め，良い授業を事前の咀嚼に仕立て直す14）．
この文言から，サドラーは，試験の方法論に問題点を見いだしているだけであり，試験を排除しよう
とは考えていないということがわかる．実は，サドラーのスタンスは，その背景にあった試験制度の 3
つのタイプに起因していた．新教育連盟イギリス支部の試験調査委員会は，全英教員連合（National 
Union of Teachers）と協同して調査をしており，その結果によれば，（a）10 歳半から 12 歳の間，初等学
校で少年少女が，無償席と奨学金を得るために受ける試験，（b）パブリック・スクールに入学するため
に 13 歳半の少年が受ける試験，（c） 13 歳半の時に中等学校の少年少女が受けるファーストスクールた
めの試験，の三種があったのである．
これらの無償席や奨学金のための試験は，元々，中等教育において継続教育の機会得る子どもすべ
てに適用させるために組織されていた．受験者の 25％が無償席を得ている．出題問題の 50％に正
答した者はすべて，その学校の許可がある限り中等教育に入学する資格がある．理論的には，公平
でよいように見えるが，実際には，甚大な結果がいくつかある．例えば，1928 年，ロンドンでは 9,000
人の子どもが受験し，そのうち 800 人が奨学金を得たが，ロンドン以外では 2,000 人の子どもが受
験し，100 人がそれを得た．さらに，田舎の方では 150 人が受験し，11 人が得た15）．
こうした実態調査報告をみれば，エンソアら自由主義者の試験批判は現実の前では意味をなさない，
ということがわかる．試験制度の存続は，いわば社会移動のルートの保証という意味内容を有していた
のである．サドラーがいうように，「イングランドの試験制度はイギリスの宿命であり，・・・それは私
立学校を守り，私立学校の自律性を保護してきた」16）のである．1930 年 1 月，ナンがイギリス支部の会
長に就任すると，新教育連盟の課題意識をめぐる様相はさらに変化していくことになる．
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1930 年は，新教育運動の歴史において，とりわけ新教育連盟の組織的・量的拡大という意味において，
転換点であった．季刊雑誌として刊行されてきた『新時代』は，1930 年 7 月から月刊雑誌『新時代：家庭
と学校』に発展した．その祝賀ムードは，この号の冒頭に，英国労働党出身の首相のマクドナルド
（MacDonald, J. R. 1866 -1937）のメッセージが飾られた点にみられる．
今日の世界では，協同することができ，責任感を持ち，平和を考え，自国民や自国の境界を越えて
共感を広げることができる人々がいる，ということを考えている気骨のある方々がたくさんいます．
このことを確信し，『新世代』が学校と同様に家庭の教育を含む領域に広げているのを知ることは，
私にとっても興味深いことです．家庭は最初の学校ですし，家庭の影響は生活のすべてに反映され
ます．世界における最善の学校は，家庭が価値をもたなければ，わずかな用途しかもち得ません．
両親は，就学前の初期に子どもたちをいかに教育するかを知ること，そして学校は，世界が彼ら子
どもたちに男性と同様に女性にも要求している仕事に対して，男子にも女子にもうまく適応させ，
どのように活動すべきかを知ることは，極めて重要なことです17）．私は『新時代』が発展することに
関心を持ちながら，ここでの議論を模範にしたいと思います．
季刊誌から月刊誌への発展は，外面的には，新教育連盟の雑誌の購読者の増大という現象を示してい
るが，サブタイトルの変化は，「家庭」という近代的な教育家族に新たな目が向けられたことを示唆して
いる．また，新教育連盟と政府との関係が極めて親密であることも窺い知ることができる．「自由」を標
榜してきた新教育連盟が，決して反政府的な組織でないというメッセージも読者に届いている．さらに
この雑誌の形態の変化に対して，キングスカレッジの教育学教授のウィルソン（Wilson, J. D.），タヴィ
ストック・クリニックのクリクトン＝ミラー（Crichton-Miller, H.），グラスゴー大学のボイド（Boyd, W.），
ロンドン・カウンティ議会の心理学者バート，ロンドン児童研究学会の副会長のキミンズ（Kimmins, C. 
W.）らも祝辞を述べており18），著名な教育関係者との良好関係を強調するメッセージも明確に読み手に
届く工夫がなされている．ただし，雑誌の巻頭言に相当する「展望塔」の記事はエンソアのものではなく，
この号以降，装丁も内容構成も大幅に改訂されているのである．この点にエンソアの主導性の衰退傾向
が窺われる．ただし，この背景には，エンソアの創設した新学校，フレンシャム・ハイツ（Frensham 
Hights, 1925-）19）の内部紛争（1928）が尾を引いていたという事情もあるが，真相は不明である．
翌年，新教育連盟イギリス支部は，「変化する英連邦における教育」と題する英国連邦教育大会をロン
ドンで開催した．このテーマが示しているように，イギリス支部は，インドやアフリカを含む英連邦の
教育を重視していた．またナンも，ロンドン教育研究所と連携する英連邦教育研究所（Commonwealth 
Educational Institute）のプロジェクトに携わっていた20）．また，彼は英連邦における母国（mother country）
としての責任を「協同性という新しい局面に英連邦を構成する人々を参入する」ことにおいていた．しか
し，彼の見解には帝国による支配の問題点や人種への配慮は全く存在しない21）．さらに，注視したいの
は，英国連邦教育大会でサドラー，ナンに加えてバートが講演していることである．つまり，ここにき
てようやくバートの「試験とテスト」についての見解が新教育連盟内部で披瀝されたのである．
バートの報告「試験とテスト」の内容は，大別すると，試験とテストの違い，既存の心理学者のテスト
への貢献と成果，既存の試験の改良余地の 3 つに絞られている．その冒頭で彼は次のように言明する．
試験もテストも同じ共通目的，すなわち受験者の知的能力や知的学力（attainments）を測定すること
に役立っている．しかし，ここには明確な違いがある．第一に，心理学者は，普通，彼のするテス
トが測定しようとしている確定的特徴を予め定義している．他方，試験官は，漠然とではあるが，
しばしば彼が評価しようとする体系化されていない観念を持っている．特に，心理学的テストは，
通常，獲得された能力よりもむしろ，生得的な能力あるいは何か規定された基礎的能力を測定する
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ことを想定している．他方，試験は，一般的に計画的で形式的な指導を通じて授けてきた知識やス
キルを取り扱っている．しかし，結果として，試験官の役割は妥協的である．そして，彼はそのよ
うな指導の結果を第一義的に測定するべきかどうか，そして，それゆえ，陰に陽に，生徒だけでな
く教師もまた判断されるべきかどうかということは，あまり明確ではない．また，むしろ彼が受験
者自身の能力，言い換えれば特別な知識を通じて明らかになった一般的能力の推測やおそらくは全
般的知性とは区別されるような特定の才能に関わっているかどうかも，あまり明確ではない．さら
にまた，少なくとも 3 つの要素，すなわち学習という要素，学習のための能力の要素，そしてその
能力を使おうとする入念さと努力の要素によってなされる合同の生産性に関わってもよいかという
ことも，あまりはっきりしていない．そして，試験官はこれらの多様な構成要素の重みが有してい
るものの程度を決して知らないのである．さらに第二に，部分的にはこの目的の相違の結果，テス
トは可能な限り正確な科学的測定によって達成しようとするが，試験にはより大まかでおおざっぱ
な手続き内容があり，そして一般に，その単なる測定に付随するその他の目標がある22）．
つまり，バートは，試験も知能テストもともに能力測定に役立っているとしながら，知能テストの科
学性を強調しているのである．その上で彼は「それゆえ，多くの点で既存の試験には改良余地が十分に
ある，ということがわかる」23）と述べ，知能テストを試験に応用させたスタンダード・テストとして捉
え24），その際の改良点として 3 つの原則を提示する．第 1 の原則は，試験の問題数についてである．
平等の限られた時間が与えられているため，一般に，少ない数の長い質問よりも，短い質問を設定
する方がよい．これは限定的な原則である．それは，オリジナルで構成的な力を呼び起こす仕組み
というよりもむしろ，テストを記憶された知識の機械的測定に転換することを意味する25）． 
第 2 の原則は，「ほとんどのテストで測られた能力は，正規分布に一致するように配分されるべきで
ある」26）ということであり，第 3 の原則は，「心理学者は単独のテストは信じていない，ということに
留意することである」27）．以上の 3 つの原則を述べた後で，彼は次のように結んでいる．
もし，教師が比較可能な方針にそって生徒を観察しそれを報告することを訓練され，そして，これ
らの報告が同一基準に合わされ十分に信頼されるならば，試験の目的は，もっと十分に達成するこ
とができる・・・28）．
ここにテストの科学性を主張するバートの強固な姿勢が現れている．バートの見解に対して，サドラー
もナンもコメントはしていない．もちろんそれは，彼ら両者が試験や知能テストを不可避のものと解し
ているからであり，その後も，彼らは知能テストや試験の評価活動を継続していくことになる29）．また，
新教育連盟も，1931 年には「私たちの試験システム」30），「幼少期の子どものメンタル・テスト」31）といっ
たトピックを取り上げていくのである．
3?????????????????????????????
では，新教育思想は国民教育にどのような影響を与えたのであろうか．教育史学者・オルドリッチは，
1931 年ハドゥ報告書『初等学校』を引用しながら，次のように述べている．
1931 年報告書は，子ども中心のカリキュラムや教授法に完全に傾倒しているわけではないが，そ
のアプローチの広範な承認を含んでいた．初等学校のエートスは，次のように言明された．
「受動的服従ではなく，子どもたちの共感や社会性，想像力に訴えかけるものであり，一斉教授よ
りも個別指導やグループ学習に依拠するものである．・・・知識は必要不可欠であり，知識そのも
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のを身につけるための応用練習も必要であるが，最低限の知識を伝達するためにカリキュラムを作
成することが第一の課題なのではない．・・・従来，特定の伝統的「教科」の存在を自明のこととし，
それらを生徒たちが履修すべき学業とする一般的傾向があった．・・・必要とされているのは，少
なくともカリキュラムに関する限り，子どもたち自身の経験や好奇心，発見能力や興味を初等学校
の学習の出発点とする教育方法に従来のカリキュラムを置き換えることである．・・・こうした考
え方を眼前の問題に適用すれば，カリキュラムというものは身につけるべき知識，記憶すべき事実
というよりもむしろ，活動や経験という観点から捉えられるべきものであることがわかる」32）．
ハドゥ報告書の上記の見解は，進歩主義の教育思想をリードすることになったプラウデン報告書『初
等学校と子どもたち』（1967）にもしばしば引用されている．というのも，ハドウ報告書は，大人の経験
に従って組織された知識集合体の制限，自明視された教科の制限，つまり子ども自身の直接体験に基づ
く学習への転換を要請したからである33）．イギリスでは，このような関心は，その後，半世紀以上にわ
たって続いた34）．だが，優性教育協会（Eugenics Education Society, 1907）35）の創設，精神的欠陥法（Mental 
Deficiency Act 1913）の導入といった状況が示しているように，国民教育の拡大にともなう検討課題が出
現し，この動向は新教育思想がほとんど対象としてこなかった子どもの精神面に強い関心を向けていっ
た．この点に関わって，「バートは，1920 年までにバーミンガム地方教育当局の報告書のなかで，中等
教育の「三種のトラック」システムを唱道していた」36）ことやハドゥ報告書『初等学校』に緊張と矛盾が
あったことが解明されている37）．
では，ハドゥ報告書『初等学校』は，どのような矛盾を抱えた報告書だったのであろうか．ハドゥ率い
る中央教育審議会は，教師集団，教師組織，トレーニング・カレッジの講師，勅任視学組織のメンバー，
地方の教育組織，教育圧力団体，地方教育当局，労働運動家，その他の個人教育家など，多数のカテゴ
リーの下に類型化できる数百の証人から証拠データを受け取った．しかし，信頼できる進歩主義者は存
在せず，また，これらの証人の多くは，公平に，また容易に，進歩的か伝統的かにカテゴリー化できな
い状況をもたらした．そこで，新教育連盟のメンバーらも証言が求められたのである．こうした多数者
の証言の受容は，当然のことながら，教育の多様な方向性や多義性を含むことを招来する．それゆえ，
一方では，「遊び法」や「個別時間割」やプロジェクト・メッソドを唱道し，他方では，「バート・・・の
見解によって推し進められたハドゥ委員会は，知能のグループテストを信頼することに対して警告しつ
つも，それに反して，注意深く考案された英語と算数の試験（papers）は，11 歳児の基本的な能力や学業
のテストとして十分なものにするべきである」38）という状態が出現するのである．
顧みるならば，1924 年のハドゥ委員会への教育院からの権限委託は，「多様なテストや能力をもつ子
どもたちに，できるだけ実践的な，カリキュラムの合理的な多様性の提供を望み」を考えるための教育
を含んでいた39）．そして，同様に，ハドゥは『青年期の教育』で整序された政策の正当性という公的な意
見を推進するための公的キャンペーンにおいて，何度も繰り返してこう強調した．「能力の違いに関与
する，・・・能力の異なった種類により注意を向けよう・・・気質や外見や家庭における相違による能
力に・・・」と40）．
したがって，新教育思想の個性の重視は，能力の相違の肯定，そして能力の相違の測定，さらには能
力に応じた教育ストリームという帰結に陥ったのである．それは，個性の尊重と全人的発達を目的にす
る教育方法の考案だけでは，教育の公平性や正義は実現し得ないことを示している．「すべての者に中
等教育を」というテーゼを労働党綱領の草案に盛り込んだことで知られるトウニィ（Tawney, R. H. 1880-
1962）ですら，この時期に，多様な中等教育があるべきだと述べており，それに応答するために全英教
員連合もまた，1927-28 年の期間，教育院に対して異なったタイプの子どもたちに提供する「多様な性
向（multibias）」にあわせた学校の陳情運動を繰り返し実施していたからである41）．
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以上，1920 年代末から 1930 年代初めにかけて新教育運動家が試験をめぐってどのような論争を繰り
広げたかを明らかにしてきた．新教育連盟は，その後，1932 年にフランスのニースでテーマ「教育と変
化する社会」の下に第六回国際大会を開き42），1936 年にはイギリスのチェルトナムでの第七回国際大会
を開催している43）．また，その間，1934 年には南アフリカでエンソア主導の大会を44），1935 年にはセ
ント・アンドリュースでボイド主導の大会を開き45），チェルトナム国際大会後の 1936 年にはオースト
ラリアで大会を開いている46）．いずれに対しても大部の報告書が刊行されており，その活動の国内外的
拡大の動向には目を見張るものがある．ニース国際大会では，1921 年に採択された 7 つの原則に代わ
る新しい 5 つの声明が採択され，エンソアを議長とする強力な組織が確立された．
しかしながら，大恐慌を経験した国際社会は様々な変化を求めていた．『新時代』は，バートが実施し
たロンドンの遅進児の調査報告，すなわち，より良い環境に恵まれているところでは遅進児は 1％であ
るのに，貧困層の多いところは 20% 以上にもなる，という結果も公開した47）．そのようななか，イギ
リス支部会長のナンは，社会の複雑化と教育問題の複合化の現象を前に次のように述べたのであった．
社会は教育の標準化と保守的機能を求めており，また解放と人類の前進的運動の代弁者の役割も求
めている．この 2 種間の適切なバランスは望むべきことであるが，しかしだれが適切なバランスを
構成する割合を決めるべきなのだろうか．そのいずれに対しても，人は，一般に，それらは時代か
ら時代へと，そしてある文明様式（civilization）から別の文明様式へと変化するであろうと述べるで
あろう．新教育連盟は，・・・第一に必要なものを把握することに同意するすべての国の男女のた
めの時代的知識，経験，洞察，そして熱意に焦点を当てることを目的にする48）． 
これは，ニース国際大会を終えた約 1 年後のナンの会長としての発言である．社会的変化は経済にお
いても，文明においても，一国の問題にとどまらず，また極めて複雑な様相を呈していたことがわかる．
新教育連盟のイギリス支部会長は，1934 年 1 月，ロンドン経済学部教授のトウニィが就任することに
なる 49）．彼は，ハドゥ報告書『青年期の教育』を刊行した際のハドゥ委員会委員であり50），労働者教育協
会（Worker’s Educational Association）の会長でもあった．「教育と自由社会」をテーマとしたチェルトナム
国際大会には 50 か国，1,500 人が参加者した51）．エンソアはこの大会でも「自由」を強調し，テストへ
の疑問を述べるのである．
自由は教えられることも与えられることもできない．それは我々自身が勝ち取らねばならない．社
会にある何らかの形式のテストは，「・・・人間のパーソナリティが十分に開花する機会を改良す
るのであろうか」．社会的指導は，みなその規準によって判断されねばならない．教育家は，子ど
もたちへの最も強力な影響の一つが社会にあり，そこで彼らは生きているということを，そして，
もし自由という線上にそった教育を続ける過程を許すならば，私たちの政治的・経済的方法は変革
されねばならないということを，今，認識している．・・・社会的統制は必要とされているが，し
かし，それはメンバーの属する各国が分かち合い得る種類の統制であるべきである52）． 
この発言は，イギリス支部会長で経済学教授のトウニィの報告「教育と経済的要請（Education and 
Economic Order）」を念頭においたものであった．というのも，トウニィは，「学校は・・・単に教育的
機関ではない．それはまた社会的教育機関である」53）ことを強調していたからである．それゆえ，エン
ソアは，その後も「この連盟に属している者は，民主主義には発達や人間のパーソナリティの開発のた
めの自由があるだけである・・・ことを信じている．我々は，個人の成長や性格の質というものの発達
のための機会としての教育の初歩的機能を予想しなければならない」54），と強調し続け，社会的動向に
抵抗していくのである．
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新教育運動は 1930 年代に至って，国際的連携を強化し組織的に拡大していった．しかし，逆説的に
も「自由」概念は，社会と経済を考慮に入れて展開され，またそれを方向づけた心理学にも左右され，そ
の結果，新教育運動は思想的混迷を深めていくことになるのである．このことを考慮に入れるならば，
バートが知能テスト推進派に転向した理由を問うことには限界があろう．ここで確認すべきは，新教育
思想に内包されていた両義性や多義性が，新学校という囲い込まれた私立学校を超えて国民教育に普及
していく際に，混迷の度を深めていったという，本稿の解明した史実である．新教育の多義性は，多様
な人々を糾合させることを可能にし，また『新時代』や 2 年ごとの国際大会の報告書は，相対立する思想
をも取り込んでいった．これは「教育の自由」の大原則ではあるが，雑誌メディアの効力が強力であれば
あるほど，そこに内包されているポリティクスを多様な観点から多様な文脈で捉える必要性が出現して
くる．ここに「生産と受信のコンテキストや教育，政治，メディア，ロジックの間にある何らかの交差
の同定」55），という次なる課題が出現する．これについては，他日を期したい．
＜付記＞本稿は，科学研究費補助金・基盤研究（C）「イギリス新教育の「メディア－ポリティクス」と学び・試験に
関する教育思想史的研究」（研究代表者：山﨑洋子，課題番号 22530839，研究期間：2010-2012）の研究成果の一部
である．
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